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母音連鎖パターン　　語藁　　発音！ 発音2 語彙 発音！ 発音2
aa???
????
母さん
小さい
　空気
姉さん
大きい
　経路
　結構
カーサン
チーサイ
　クーーキ
ネーサン
オーキイ
　ケーm
ケッコー
　　　　カアサン
　　　　チイサイ
　　　　　クウキ
　　　　ネエサン
　　　　オオキイ
　　ケイロ／ケ1：・M
ケッコウ／ケッコオ
　油揚げ
　　第一
　安売り
　　影絵
　お教え
　　毛色
お生まれ
アブラーゲ
　ダイーチ
　ヤスーリ
　　カゲー
　オーシエ
　　ケーロ
　オーマレ
アブラアゲ
　ダイイチ
　ヤスウリ
　　カゲエ
　オオシエ
　　ケイu
　オウマレ
　長音化のパターンには，「カーサン」のように長音化が！つの形態素内で生じるものと，「アブ
ラーゲ」のように2つの形態素（「海と「揚げ」）に跨がって生じるものとがある。前者の場合は
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大抵長音化して発音されるが，1つ1つの音を区切って発音したり，また強調により母音連鎖部
の第1母音から第2母音にかけてピッチやパワー等が急激に変化するような場合には，長音化せ
ずに母音がはっきりと発音される（ように聞こえる）ことがある。その場合には，長音記号ではな
く，発音2に示すように発音された母音を記す。一方2つの形態素を跨ぐ場合，朗読など丁寧に
発音された音声ではあまり長音化しないが，本コーパスが対象とするような宙発性の高い音声で
は長音化することも少なくない。明らかに長音化していると判断された場合については，形態素
を跨ぐ場合であっても発音1に示すように長音記号を使粥して表記する。
【母音・子音の引き延ばし現象】母音の引き延ばし現象のうち，「コレカラー」や「スゴーイ」の
ように，本来語彙的には短母音であるが，パラ言語的意味等が付与されることにより一時的に引
き延ばされているものについては，長音記暑の代わりに〈H＞というタグを用いて「コレカラ〈H＞」
や「スゴ〈H＞イ」のように表記する（5節参照）。基本形には「これから」嘆い」のように〈H＞を除
いたものを表記する。一・一m一方「オネーサン（お姉さん）」や「コート」のように，長音の存在が語奨
的に決まっている場合には長音記号を使用する。
　子音の引き延ばし現象についても同様に，「サッスガ」や「スッゴイ」のように子音の引き延ば
しの存在がパラ書誌的意味論に関連した一時的なものである場合には，「ッ」の代わりにタグ〈Q＞
を使用して「サ〈Q＞スガ」や「ス〈Q＞ゴイ1のように表記する。「ガッコウ（学校）」や「カット」の
ように，子音の引き延ばしの存在が語彙的に決まっている場合（促音）には「ッ」を使用する。た
だし，「ヤハリ」が「ヤッパリJ，「ヨホド」が「ヨッポド」となるように，周囲の音が規即的に転
亡しているものについては，＜Q＞ではなく㌧」で対処する。基本形にも「やっぱり」や「よっぽ
ど」のように「っ」を含めて表記する。
【その他】助詞の「は」「を」「へ」については，実際の発音であるfワ」「オ」「エ」を用いて表
記する。また，染む（ちぢむ）Jや「続く（つづく）」など，現代仮名遣いの上では「ぢ」「づ」を
用いて表記する語であっても，発音形では一律「ジ」「ズ」に統一一一一・する。
4．3．基本形の表記法
　先に述べたように，基本形では表記の揺れを極力抑える必要がある。そこでCSJでは，漢字と
平仮名の使い分けや送り仮名の振り方など表記の原則を定め，それを元に表記マニュアルを作成
した。またその原則に従い，実際の語の表記を定めた用語リスト（辞書）を作成した。以下にその
詳細を示す。なおここで述べる基準はあくまで現時点での規定である。品詞などの形態論情報が
付与された段階で見直される場合があることを予めお断わりしておく。
4．3．1．宇種およびその使用範囲
【使用する字種】　基本形の表記には，原則として漢字，平仮名，片仮名を使用する。ただし，こ
れらの字種に併記する形で，アルファベット（ローマ字・ギリシャ文字）や算常数字，幾つかの記
号（“．”や“一”など）も使用する（5節のタグ（A）の項を参照）。
【漢字の使用範囲】原則としてJIS第1水準を採用する。ただしJIS　eg　2水準の漢字であっても，
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「完壁」の「壁」のように，一般に飛州でよく表記されているものについてはその使用を認める。
【仮名の使用範囲】和語や漢語の表記には，直音・拗音系列の平仮名，促音，機音を使層する。
また片仮名語の国記には，これらに加え表1の周辺的モーーラAに示す文字も使用する。ただし片
仮名語の固有名詞に限っては，慣習に従い周辺的モーラBも使用する（「ルイ・ヴィトン」など）。
4．3．2．漢寧・平仮名語の表記原則
【丁寧表記か平仮名表記か】　「例えば／たとえば」や「全て／すべて」のように，表記が漢字と平
仮名で揺れるものが数多く存在する。漢字・平仮名表記のどちらも頻繁に使丁されるものについ
ては，原則として漢字を優先して採用するという方針を取る。これは，形態論情報を自動的に付
与する際に，平仮名で表記するよりも漢字で表記した方が高い処理精度が期待できるからである。
2節で述べたように，形態論情報の付与については全体の9割強が自動処理の範囲で行なわれる。
その為この方針は，コーーパス全体の精度にかかわるものであると言える。
　個々の語の表記については，上記の原則に基づき関連する語との整合性を検討しながら決定す
る。例えば，動詞「切る」を漢字で表記するならば，「割り切る」や「逆切れ」「締め切り」のよ
うに，この語を構成要素として持つ語も同様に漢掌で表記する。ただし，関連語との表記の一致
を強く推し進め，無理に表記を統一することはしない。例えば「とびきり上等劇の「とびきり」
は，その語の構成要素である1飛ぶ」，「切る」と表記を合わせると「飛び切り」と表記されるこ
とになる。しかしこの語が「飛び切り」と漢宇表記されることはめつたにない。このようなもの
まで無理に漢字に統一することはしない。
　なお当て字に関しては，常用漢引回の付表に記された熟字訓（「玄人」や「相撲3など）のみ使用
可能とし，それ以外（「蕎麦」や「矢張り」など）は用いない。
【複数種類の漢字表記が可能な場合】原則三単語1表記とする。例えば「憧れ／憬れ」や「一
獲千金／一三千金」のように，JIS第1水準の漢字と51S第2水準の李下の両方で蓑記されるよ
うな場合には，JIS　ag　1水準の漢字を採用する。
　「悲しい／哀しい」や「会う／逢う1，「尊ぶ／貴ぶ」のように，厳密には同義語ではなく，微妙
なニュアンスの差があるものもある。このうち書き分けが困難で附記の揺れが生じ易いものにつ
いては，それが片方の漢字で代用可能である場合に限り，1種類の表記にの例では前者）に統一
する。片方の漢字で代用できないものについては無理に統一しない。その際，揺れをできるだけ
挿える為に，多く娼現する語については書き分けに関する基準を整備した。また「表わす／現わ
す」や「計る／図る」のように，明らかな岡音異義語に関しては，表記を書き分ける。
【送り仮名の統一】　「行なう／行う」のように，用需で複数の送り仮名の候補がある場合には，一
律送り仮名の字数の多い方を採罵する。また「書き留め／書留」のように，名詞で送り仮名の有
無に揺れがあるものについては，原則として送り仮名を付ける方を採用する。ただし「関取」や
「取締役」など慣習的に送り仮名を付けないものについてはその限りでない。
　以上に挙げてきたような表記の統一は，コーパスに出現する全ての語に渡ってなされるもので
ある。日常において個々人が持つ表記の慣習とは食い違う場合もあり得るが，あくまで表記の統
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一を屋的としたものであること，および各種国語辞書を参照してできる限り無理のない範囲で統
一したことを申し添えておく。
4．3。3．片仮名語の表記原則
　片仮名で表記するものは，外来語，外国語，專門用語や俗語などで慣習的に片仮名表記をする
もの（「ト書き」や「ダブ歴」など），および一部の動植物名（「リス」や肋バ」など）に限定してい
る。それ以外のものを片仮名表記することはない。
　上記片仮名語の中でも特に外来語については，「ビオラ／ヴィオラ」や「ウインドー一一一／ウィンドー」
などのように表記の揺れが非常に多く見られる。その為，漢字・平仮名表記の場合と同様に表記
を統一一する必要がある。片仮名語の場合，上記の例のように，「ビjと「ヴィ」，「ウイ」と「ウィ」
など，表記の揺れが起き易いパターンが数多く存在する。そこでこういつたパターンごとに蓑記
の方針を整理した。例えば上記の例では，前者の表記（「ビオラ」「ウインドー∂が採絹される。な
お，「ドクター（英語蜘来）／ドクトル（ドイツ語由来）」のように由来する語が異なるものや，「ス
トライク／ストライキ」のように同一の語に由来しているが外来語としての使い分けが存在する
ものについては，別語彙としてそれぞれ用語リストに登録し表記を使い分ける。
4．3．4．統一／書き分けの一例
　以下に，基本形の表記の統一・書き分けの規定のうち，特に重要なものの例を幾つか示す。
【実質名詞・形式名詞】　「こと」や「もの」「ところJは通常，実質名詞の場合には漢字で，形式
名詞の場合には平仮名で表記される潰習が高い。しかしその匿別は非常に難しく，書き分けが園
難である。そこでこれらの語については，実質名詞・形式名詞にかかわらず，一律平仮名表記に
統一するという方針を取る。ただし噛柄」や「物語」のように，単語の構成要素である場合に
はその限りでない。
【本動詞とテ形複合動詞】　「行く」「来る」「置く」「見る」「貰う」「参る」等は，単独で本動詞と
して鐵現する揚合漢宇で表記する。一方「やっておく」や「食べてみる」のように，テ形複合動
詞の後項に現われる場合には，平仮名で表記する。
【「言う」と「いう」】動詞の「言う」は通常漢宇で表記されるが，「山田という人」や「そういった
問題など，「誓う」という動作が形骸化されたような用法では，一般に平仮名書きされることが
多い。しかし，形骸化しているか否かの判断は非常に難しく，その書き分けは揺れを招き易い。
そこで，特に形骸化が多く見られる以下の組み合わせパターンで出現した場合に限り，平仮名表
記とする（上記2つの例文も参照）。ただし，この条件を満たした場合であっても，明らかに動作性
を有することが判断できる場合には，漢字で表記する。
簡蘇禦　／剛1：1た｝網
「卜う／いう」の例に見られるように，使い分けが微妙な場合には，前後の語との共起関係を見
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るなど，できるだけ客観的な基準を構築するようにした。また，客観的な基準の確立が難しく，
使い分けの揺れが頻繁に生じるような場合には，以下のように対処した。（1）実質名詞・形式名
詞の項に挙げた「こと」や「もの」「ところ」のように，どちらかの表記に統一してもそれ程違和
感のないものについては，無理に使い分けることはせずに平仮名か漢字のいずれかに統一した。（2）
表記を統一すると違和感が生じる為，使い分けがどうしても必要な場合には，使い分けの基準を
明記し絹例を示すようにした。
4．3．5．用語リスト・辞書の整備
　上記のように表記の基本原則を確立し，それをマニュアルに示しても，具体的にある語をどう
表記するかについては，必ずしも一意に決定しない。そこで，実際の作業における蓑記の決定・
統一一を支援する為に，以下の作業環境を整備した。
【用語リストの作成】蓑記の基本原則に従い，実際の語の表記を定めた用語リスト（三日寺点で7万
語程度）を作成した。このリストから，オンラインで三三を検索する為の辞書と，仮名漢字変換用
の辞書が生成される。これらの辞書については後述する。
　用語リストは，語句の読み，蓑記，品詞情報，および備考から構成される。備考には，間違い
易い表記についての注意事項や関連語に関する情報，また略語やm語・縮約形における元の形な
どの情報が記載されている。この辞書には，使用可能な表記に加え，使爾不可能な表記について
も，使用の可否が区別できる形で登録されている。
　書き起こし作業の過程でリストに存在しない語句（未知語）が出現した場合には，表記に関する
責任者が，表記原則や慣用等に照らし合わせ，表記を決定した上で登録する。来知語の登録を含
め，作業者が本リストに変更を加えることは許されていない。
【オンライン辞書】前掲の閣語リストから，語句の読み，表記，使用の可否，品詞情報，備考を，
可読性の高い形式で表現した辞書。書き起こし作業を行なっているエディター上で，本辞書を対
象に語句の言い切り形から用語を検索することができる。
【仮名漢字変換用辞書】　前掲の用語リストから仮名漢字変換用の辞書が作成される。使周可能な
表記のみが登録されており，使絹できない語は変換候補として現われないようになっている。ま
た，例えば一般名詞の場合には使用できない表記が，固有名詞の場合に限り使：用が認められてい
る，といったように，状況に応じて使用の可否が変わるものがある。そこで，固有名詞などに特
例的に認められている表記については，作業者の注意を促す為に，それを示す記号と共に変換候
補に現われるようになっている。
4．4．口語表現
　自発性の高い話し干葉には，「こりやすげえにれは凄い）」や「見たげる（見てあげる）」といっ
た，くだけた表現が数多く出現する。CSJでは，このような口語引回を積極的に基本形に書き表わ
すという方針の下で作業を進めている。
　本コーパスで扱う口語表現は，（1）音の転誰を伴い，（2）くだけた場面で（意図的に）使用され
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表2：動詞ラ行音の壌御化にかかわる口語衰現（マニュアルから一部抜粋）
◇～んない
◇～んない
◇～んな
◇～んの
◇～んじゃん
◇～んだろ
◇～んでしょ
◇～んじゃ
◇～んだ
◇～んです
（←～らない）
（←～れない）
（e～るな）
（←～るの）
（←～るじゃん）
（←～るだろ）
（←～るでしょ）
（e～るんじゃ）
（←～るんだ）
（←～るんです）
［例］知んない・やんないね・取んないよ
［例］かもしんない
〔例］やんなよ・見んなよ・甘んな・すんな・あんな
酬］やんの・見んのか・取んのね・すんの・あんの
1例］やんじゃん・見んじゃんか・取んじゃんね・すんじゃん・あんじゃん
〔例］やんだろ・見んだろ・取んだろ・すんだろ・あんだろ
1例］やんでしょ・見んでしょ・温んでしょ・すんでしょ・あんでしょ
1例］やんじゃ・見んじゃ・取んじゃ・すんじゃ・あんじゃ
［例］やんだ・見んだよ・取んだよね・すんだ・あんだ
［例］やんです・見んですよ・弾んですね・すんです・あんです
る表現で，（3）一個人に限らず幅広く観察されるものに限定する。例えば「リッギエン（六義園）」
や「コレアにれは）」などは，あくまで発音上の問題であり，場面に応じた使い分けがなされて
いる訳ではないと考えられる為（条件2への抵触），口語表現とは考えない。これらはタグ（W）で
対処し基本形には「六義圏」「これは」と表記する（5節参照）。
　CSJでは，80時問のデーターを書き起こした段階で，そこに鐵現した口語調の表現を抽出し，上
記3っの条件と照らし合わせながら，口語表現として登録する語の二三を行なった5。その際，口
語化のパターンをある程度体系的に整理した上で，岡じ，あるいは類似した現象についてはでき
るだけ統一的な扱いをするように心掛けた。例えば，「知んない」「やんない」「取んない」などは，
動詞活用語尾「ら」に否定の助動詞「ない」が後続する場合に謡言化するというパターンで，動
詞の種類にかかわらず出現し得る。また，このような動詞活用語尾のラ行音が二二化する現象は，
「ない」が後続する場合だけでなく，「見んな」のような禁止の「な」や「すんの」のような疑問
の「のjなどが後続する場合にも同様に見られる。このような類似した境象については，それぞ
れ個別に口語表現として登録するか否かを判断するのではなく，統一的に判断するようにしてい
る（以上の例はいずれも口語表現として登録）。また作業者が理解し易いよう，作業マニュアルでは
表2に示すように類似した現象をまとめて記す，例を付与するなどの工夫をしている。
5．各種情報のタグ付け
5．1．タグの概要
　書き起こしの際には，憎い直しや細い問違い，フィラーといった談話現象や，笑いながら話し
たり母音を通常よりも引き延ばすといった音声的現象など，談話に生じるさまざまな現象を体系
的に表現する必要がある。CSJでは，表3に示すようなタグを書き起こしテキストに付与している。
タグは大きく2種類に分けられる。
1　文字化された発話の一部を指定しその範囲の特徴に言及するタイプ：図1［C］の6行目の
　　　　（Fあの一）のように，半角の丸括弧で範囲を指定し，瀾き括弧の後の記号で特徴の種類
　　　　を示す。（Fあの一）の場合は，「あの一」の範囲がフィラー一であることを意味する。
II　タグ自体が音や事象を表現するタイプ：図頁C］の4行目の〈咳〉のように，〈〉括弧を周
　　　　い，その中の記号で事象の種類を示す。〈咳〉の一合，咳の存在を意味する。
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表3：書き起こしテキストに使用されるタグー覧
1　文字範囲を指定し，その範囲の特徴に欝及するタイプ
　　◇（D），（D2）　　　　言い直し
◇璽
◇璽
◇．範
◇璽
◇璽
◇鋤
◇鋤
◇璽
◇璽
◇（笑），（泣），（咳），（あくび）
雷い間違い，転説，発音の怠け，など
聞き取り，語藁同定，漢孚表記に自信なし
　・複数の候補がある場合
　・全く分からない場合
フィラー・感情表出系感動詞
音や言葉に関する引用
外国語や古語，方言など
個人名，差別語，誹諺中傷，など
基本形で漢字仮名以外の：文字を使欄する場合
何らかの原霞で漢掌表記できなくなった場合
来登録の口語表現が出現した場合
　　　　　非言語音との共趨
　　◇（L）　　　　　　　ささやき声や独り書などの小さな声
H　音や事象自体を表現するタイプ
　　◇〈H＞　　　　　　　母音の引き延ばし
　　◇〈Q＞　　　　　　　子音の引き延ばし
　　◇〈FV＞　　　　　　母音不確定音
　　◇〈息〉，〈笑〉，〈泣〉，〈咳〉　非雷語音
（Dこ）これ，これ（D2は）が
（響ミダジ；ヒダリ）
（？タオング・一一）
（？あの一，あんの一）
（？）
（Fあの），（Fうわ）
（Mわ〉はG｛は）と表記する
（0ザツツプアイン）
国語研：の（R小林）さんが
（Aイーユー；EU）
（Kたち（Fん一）ばな；橘）
（Sこりや）
（笑ナニソレ）
（しアレコレナンダッケ）
ソレデ〈H＞　　・・〔sorede：］
カイ〈Q＞セキ　・・［kais：eki］
ソレデ〈FV＞
アルワケデ〈息〉
これらの記号は原則として基本形と発音形の両方に付与されるが，声が小さい，笑いながら発話
されている，母音や子音が引き延ばされているといった，音声にかかわるタグについては発音形
にのみ，漢字等の表記にかかわるタグについては基本形にのみ付与される。
　同じ文字列に対して2つ以上のタグが付くことがある。例えば小さい声で発話しており音の聞
き取りに自信がない場合には「（L（？ジャナクテ））」のように，また小さい声で笑いながら発話し
ており語尾が引き延ばされている場合には「（笑（Lウソ⑳））」のように表記される。
5．2．各種タグの説明
本節では表3に示したタグのうち幾つかのタグについて説明する。
【タグ（D），（D2）】　「あたら最薪の研究で」の例に見られるように，何かを飼い掛け（「あたらD
それを別の表現（「最新の」）で言い替えた場合の，言い掛けの部分（’あたら」）を対象に付与する
タグ。以下の例のように，言い掛け部が単語6より短い語の断片の場合には（D）を，機能語働詞・
助動詞）や接辞の揚合には（D2）を付与する。「ここかから」のように機能語の断片が言い直され
ている場合には（D）を付与する。
（Dあたら）最新の闘題が
（Dだい）（Dだいが）大学の学部の会議での
（Dじゅう）精度の上で重要なポイントであるが
そこの（Dみ）（Fあ一〉左の方に
評嫡値ω2が）の数値が
緯み合わせ（1）2や）①2は）については
西洋（D2的）（Fえ一）（Dふ）風というか
学習データー（D2が）（Dこん）（Fえ）①しゅ）の収集が困難な
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「スライド（Fあ一一つと）プロジェクターで」や「それぞれについてその問題について考えてみる
と」のように，言い掛け部が機能語以外の単管，あるいは複数の単語である場合には①）は付与し
ない。また「ブンシセキ（分析）」のように，単語内で生じる雷い淀みについては，本タグでは
なく，（Wブンシセキ；ブンセキ）のようにタグ（W）で対応する。
【タグ（W）】　「ガクジツ（学術）」や「リッギエン（六義園）」のように，発音の怠けや音の転詑，雷
い間違いなどが生じた場合に付与するタグ。（Wリッギmン；リク丁目ン）のように，セミコロンの左
側に，実際に発音された音を可能な範囲で正確に書き表わすと同時に，セミコロンの右側には，
丁寧に発音された場合に生じる（と予想される）音を併記する。「アメリカの大統領エリツィンは」
や「これがやります」のように，世界知識や文法のレベルで間違っている，あるいは適格でな
いものについては修正の対象としない。
【タグ（？）】音の聞き取りや語彙の岡定，漢字表記などに自信がない場合に付与するタグ。音の聞
き取りが曖昧なのか，それとも語彙や漢字の同定が曖昧なのかにより，本タグを基本形と発音形
のどちら（あるいは爾方）に付与するかが決まる。以下に幾つか例を示す。
◇音の聞き取り曖昧で語彙も不確定：
◇音の聞き取り曖昧だが文脈から語糞確定：
◇音は明瞭だが語彙（漢字）が曖昧：
◇複数の候補がある場合：
◇全く分からない揚合：
（？字数）の
それで
（？長）単位の
（？次数，実数）
（？）ので
＆　（？ジスー一）ノ
＆　（？ソレデ）
＆チョータンイノ
＆　（？ジスー，ジツスー一）
＆　（？）ノデ
音の聴取が曖昧な場合には，本タグと先述のタグ（W）とを組み合わせて適用することもある。典型
的な例を幾つか以下に示す。
◇Aのように聞こえるが文脈からBの言い間違いと推測：（？手）＆　（W（？エ）；（？テ））
◇Aのように聞こえるが文脈からBの雷い間違いと確信：手　　　＆　（W（？エ）；テ）
◇確かにAと聞こえるが文脈からBの書い間違いと推測：（？手）＆　（Wx；（？テ））
【タグ（F）】　fあの」や「えっと」といった言い淀み時に生じる場繋ぎ的な機能を持つフィラー，
および「うわ」や「げげ」，「あ一あ1など驚いた時や落胆した時などに発する感情表出系の感動
詞に付与するタグ。フィラーについては語彙を限定しその範囲内で付与する。「あの」や「その」
はフィラーか連体詞で迷うことが多い。前後の文脈から指示する対象が明らかな場合以外はフィ
ラL一・一と判断する。一一方感情表出系感動詞については語彙を限定しない。また4．3節に示したような
表記の統一も行なわず，表1に示した文字の範囲内で聞いた通り表記する。
【タグ（M）】以下の例に見られるように，音や言葉自体が言及の対象となるような「メタ的な引用」
に付与するタグ。
（Mあ）という文字：は（Mめ）と葬常によく似ている
（M僕が）の（Mが）は格助詞（M行って）の（Mて）は接続助詞という具合に
（Mという）や（Mといった）という表現を使って文を作るという諜題では
このようなメタ的な引用の前後では，通常の単語の連接パターンから逸脱することもあり，後に
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形態論情報を蔭動的に付与する際に問題が生じる恐れがある。そこでメタ的な引用のうち，特に
後の自動処理で話題となる可能性が高い以下のパターンにのみ本タグを付与する。
　　。単語未満の要素（音，文字，語の断片，接辞），機能語（助詞，助動詞），活用系自立語のうち
　　　言い切りの形（終止形，命令形）以外の語，および連体詞が単独で引爾される場合。
　　・「と言う」や「僕が」，「と言うと」のように，引用部の始端が機能語または語の断片である
　　　か，あるいは終端が上記要素（ただし終助詞除く）および活用語の言い切り形以外である場
　　　合。
【タグ（0）】外国語や古語，方書など，現代共通日本語から逸脱している（可能性のある）箇所に付
与するタグ。例えば「パーソナル」や「ボーーカル」のように，外来語として定着している単語で
あっても，外国語風の発音をしている（通常のfi本語の音韻体系から外れている）と考えられるもの
についてはこのタグを付与する。
【タグ（A）】アルファベットや算用数字を表記する為に使用するタグ。これらの掌種は以下に示す
ように本タグを利用し漢字仮名に併記する形で記述する。
（A千九百九十五；1995）年，
（A四ダブリSt・一ディー；4WD），
（Aテンペ・・一一スティー；10BASE－T），
（A二十六．三五；26．35）
（Aシーディーロム；CD－ROM）
（Aトリプルエーアイ；AAAI）
6．おわりに
　本稿では日本語話し雷葉コーパス（CSJ）の書き起こし方法およびその基準について紹介した。
現在進行中の研究の中間報告という性格上，最終的に採爾する基準が本稿の内容と若干異なって
くる可能性があることをお断りしておく。なお，CSJの公開はプmジェクトが終了する2004年3
月に予定している。また2001年度から，100時間程度のデーー三一（音声と書き起こしテキストのみ）
をモニター公開することを予定している。本プロジェクトの活動の詳細については，
http：／／www2．crL　go．lp／pub／orc－speech／を参照されたい。
【謝辞】本コーパスに音声を提供していただいた話者の皆様に感謝いたします。また古井貞煕代
表を始め，本プロジェクトの関係者の皆様には，書き起こし基準を作成する上でさまざまな御意
見をいただきました。ここに感謝いたします。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
！　本稿で紹介する基準は，必ずしも最終的なものではなく，今後数年に渡る作業の過程で多少の
　変更が加えられる可能性があることをお断りしておく。6節でも述べるように，我々はコ・一パス
　についても構築中のものを少しずつ公開していく予定である。このように，基準や成果物を随時
公開することにより，多くの方から御意見を頂戴し，最終段階に向けてより良いものを構築して
　いきたいと考えている。
　　なお本原稿は，数宇やアルファベットなど一部の表記を除き，4．3節に示す表記法に従って書き
記している。表記の実際は本文を参照されたい。
2　短めの単位（短単位）とは，虚語の形態的な特微に着覆して設計した単位で，基本語彙の調査や
議構成の研究などに適した単位である。例えばヂ国立国語研究所」という複合名詞は，魍立／国
語／研究／所のように分割される。この例のように，短単位では一般に単語として意識される
　ものよりも短いものが切り出されることになる。そこでこの点を補う為に，CSJでは長めの単位（長
単位）も付与する。長：単位とは，基本的に文節を自立語と付属語とに分け，それぞれを1単位とす
　るもので，「国立国語研究所」は1長単位となる。長単位は音声認識における書語モデルの構築に
利用される他，特徴語や専門用語などの調査にも適した単位である。
3　文末形式が出現したか否かの判断を行なうだけであり，実際にそこが文末であるかどうかの判
断は行なわない。
4　音声の再生は，転記基本単位の開始・終了疇刻を参照して，各単位ごとの音声を，あるいは複
数の単位に渡る範翻の音声を穂取することができる。
5　条件の（2）や（3）の判断は，厳密には現段階で確定できるものではない。コーパス金牛の書
き起こしが終了した時点で，再度検討する必要があるだろう。
6　ここでいう単語とは，形態論情報付与作業（単位分割および品詞付け）で採用している単位「短単
位」を指す。詳細は注の2を参照。
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